
公益信託武見記念生存科学研究基金                                              

武見記念賞受賞者一覧表 
(職業は受賞時のもの) 

 

 
  受賞者（職業）                 受 賞 理 由                       

第１回  

（昭和62年度）            

 H.H.Hiatt                 

（ ハーバード大 学 教

授）  

包括医療政策の研究を指導するとともに、「国

際保健武見講座」を同大学に設立した 

土屋  健三郎                 

（産業医科大学学長）  

「生存の理法」の具体化のため、衛生学を始め

とする産業医学を通じ生存科学の発展に多大

の貢献をした 

第２回  

（平成1年度）            

大瀬  貴光                 

（元国連アフリカ経済  

委員会顧問）  

生存科学の理念を身をもって実践した 

矢口  光子                 

（農村生活総合センタ

ー専務理事）   

我国の農村における生活の安定と福祉の向上

のために理論と実践をもって貢献した 

第３回  

（平成3年度）            

W.W.Leontief                 

(ニューヨーク大学教授 )  

産業連関分析による公害防除モデルの創始と

医療モデルの構築を行い生存科学の発展に多

大の貢献をした 

中尾  喜久                 

（自治医科大学学長）  

大学の教育を通じて「地域医療」の理念を実践

し「健やかな生存」という理想の実現に多大な

貢献をした 

第４回  

（平成5年度）            
国井  長次郎                 

（ (財)保健会館理事長                ）  

寄生虫予防・家族計画等の運動を全国で実践

すると共に、海外で寄生虫予防・栄養・家族計

画のインテグレション運動を展開した 

第５回  

（平成6年度）            

若月  俊一                 

（佐久総合病院総長）   

農村医療の拠点である佐久病院での実践を通

して農村医学を振興し、地域包括医療体制を

先進的に確立した 

第６・７回  

（平成7･8年度）            
該当者なし 

 

第８回  

（平成9年度）            

江草  安彦                 

（社会福祉法人旭川荘

理事長）  

旭川荘及び川崎医療福祉大学での実践を通じ

て障害者高齢者の医療福祉の向上と理念の実

現に貢献した 

第 9回     

(平成10年度) 
該当者なし     

 

第１０回  

(平成11年度) 

唄  孝 一                

（北里大学客員教授）  

「医療における法と倫理」の在り方の研究実績

及び医学部・病院における実践的課題への貢

献  



 
  受賞者（職業）                 受 賞 理 由                       

第１１回  

(平成12年度) 

宮 崎  亮                 

（王滝村診療所所長）   

アフリカ・アジアの最貧地方に身を投じ、２０年

余に亘り献身的現地医療を行った実践力と純

粋さ 

第１２回  

(平成13年度) 

澤口  彰子   

（東京女子医科大学  

・副学長）  

法医病理学における窒息論の今日的展開と、

東京都監察及び警視庁嘱託医としての社会医

学的応用実践  

第１３回 

(㍻14年度 ) 
 該当者なし        

                                                               

                                                 

第14回     

(㍻15年度） 

小林 登 

(国立小児病院名誉院

長)  

子どもをめぐる諸問題の解決にあたり生存科学の

実践としてこれを行ない、子ども学の体系づけを

試みるなど育児、保育、教育の問題解決に多大

の貢献をした                                                 

武見記念特別賞 

リンカーン・チェン 

（ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学教授） 

初代ハーバード大学武見記念講座教授として数

多くの武見フェローを育て、又途上国の健康開発

にも尽力し、世界の貧困対策に大きく貢献した                                                 

武見記念特別賞 

マイケル・ライシュ 

（ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学教授） 

ハーバード大学武見記念講座を極めて有効に維

持運営し百数十名の武見フェローを世界に送り

出し、生存科学の普及に貢献すると共に、我国の

医療行政に関する研究においても多大の貢献を

した            

第1５回 

（㍻1６年度） 
該当者なし        

 

第１６回  

（㍻17年

度）  

該当者なし 

 

第１７回  

（㍻18年

度）  

該当者なし 
 

第１８回  

（㍻19年

度）  

該当者なし 
 

第１９回  

（㍻20年

度）  

該当者なし 

 

第２０回  

（㍻21年

度）  

寺澤 捷年 

（千葉大学大学院教授） 

日本伝統医学の承継と発展及び和漢診療学の

形成に多大な貢献をした 



 
  受賞者（職業）                 受 賞 理 由                       

第２1回 

（㍻22年

度）  

福井 光壽 

（医療法人社団珠光会） 

長年にわたる医師会活動を通じて、「医療は医

学の社会的適用である」との理念に基づき包括

的且つ学際的手法を具体的に実践し、地域医

療の充実・発展に多大な貢献をした 

第２２回  

（㍻23年

度）  

前沢 政次 

(地域医療教育研究所  

代表理事） 

日本プライマリ・ケア連合学会による東日本大震

災支援プロジェクトの創設により被災地域の保

健・医療・介護の各分野おける復興支援活動に

多大な貢献をした 

第２３回  

（㍻24年

度）  

山下 俊一 

（ 福島医科大学副学

長・長崎大学教授） 

福島第一原子力発電所事故後における住民と

のリスクコミュニケーションと県民健康管理調査の

立ち上げ・推進に多大な貢献をした 

第２４回  

（㍻25年

度）  

国立大学法人弘前大学 

被ばく医療総合研究所

（所長柏倉幾郎） 

福島第一原子力発電所事故発生以前からの緊

急被ばく医療の研究と人材の育成、及び福島県

浪江町町民の放射能による健康被害の調査と町

民支援に多大な貢献をした 

第２５回  

（㍻26年

度）  

河内 一郎 

（ハーバード大学公衆

衛生大学院教授） 

長年にわたり公衆衛生領域の分野において「健

康に影響を与える社会的決定要因」の研究に取

り組み、社会疫学の領域におけるパイオニアのひ

とりとしてその確立と発展に多大な貢献を果たし

たことが高く評価された 

第２６回  

（㍻27年

度）  

該当者なし 

 

第２７回  

（㍻2８年度） 

島尾 忠男 

（公益財団法人結核予

防会名誉顧問） 

日本および世界の結核制圧に向けて６０年以上

にわたり多角的な研究、社会的活動、人材育成

に多大な貢献をした 

第28回  

（㍻2９年度） 

永井 良三 

（自治医科大学 学長） 

総合学術としての基礎医学･臨床医学･社会医学

研究等の推進と国際協調、医学教育者・研究者

の育成、医療制度・社会保障制度等の国家政策

において多大な貢献をした 

第29回 

（㍻30年

度）  

清家 篤 

(日本私立学校振興・共

済事業団 理事長) 

超少子高齢化社会における社会保障制度の持続可

能性を高める研究、とりわけ雇用制度や社会制度の就

労に与える影響についての実証分析、及び制度改革

に向けて指導的役割を果たし多大な貢献をした 

第30回 

(㋿元年度) 

横倉 義武 

（日本医師会会長） 

 

日本医師会長・世界医師会長として、わが国の国民

皆保険制度を維持発展させ、又世界保健機構との

協力を元にユニバーサルヘルスカバレッジの達成並

びに緊急時体制の改善を推進させ、多大な貢献をし

た  

 



 

第３１回 

(㋿２年度) 

 

辻 哲夫 

 (東京大学高齢社会総合

研究機構 未来ビジョン

研究センター 客員研究

員) 

 

医療制度改革及び医療介護連携の推進による真の

地域包括ケアシステムを目指し、行政・医師会・関係

団体等の協働による安心ある街づくりを具現化し、い

わゆる「柏モデル」を構築し、次世代の新たな産学官

民連携による健康長寿社会の創造に多大な貢献を

した 

 

第３２回 

 (㋿３年度) 

近藤 達也 

（独立行政法人医薬品医

療機器総合機構 名誉理

事長） 

 

革新的医薬品・医療機器等のレギュラトリーサイエン

スに基づく薬事規制改革の推進、ならびに国際協力

によるアジアをはじめとする海外規制当局への支援

に積極的に取り組み、レギュラトリーサイエンスの国際

展開により世界の保健衛生の向上へ多大な貢献をし

た 

 

第３３回 

 (㋿４年度) 

鎌田 實 

（諏訪中央病院 名誉院

長） 

地域住民参加型の健康づくり運動を通して、脳卒中

死亡率が高かった地域を平均寿命日本一へと変革

し、公民館活動・在宅医療の実践、チェルノブイリ原

発事故・東日本大震災等の支援を通じて健康づくり

のみならず、生と死のリテラシーを高める運動を行

い、人間の尊厳に基づく少子高齢社会に大きく貢献

した 

第３４回 

 (㋿５年度) 

Harvey V.Fineberg 

（President, Gordon 

and Betty Moore 

Foundation） 

武見太郎博士の生命科学哲学の体現と実践におい

て卓越した業績があり、ハーバード公衆衛生学部長・

ハーバード大学学長・医学研究所会長を歴任し、医

療技術評価や教育改革の提唱、豚インフルエンザに

対する連邦予防接種プログラムに関する画期的な研

究を行うなど、教育者、研究者、指導者として、医学、

公衆衛生、社会科学、倫理における学際的研究と科

学に基づく政策立案の推進において、国際的なリー

ダーシップを発揮した。 

第３５回 

 (㋿６年度) 
該当者なし  

以下余白 

 


